
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成 23 年 5 月 23 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

機関番号：24403 

研究種目：基盤研究（Ｃ） 

研究期間：2008～2010   

課題番号：20520025 

研究課題名（和文） 生命倫理学における「関係性」と「欲望」の基礎的研究 

                     

研究課題名（英文） A Philosophical Research on “relationship” and “desire”in 

Bioethics 

研究代表者 

森岡 正博（MORIOKA MASAHIRO） 

大阪府立大学・人間社会学部・教授 

 研究者番号：80192780 

研究成果の概要（和文）： 
本研究において以下の研究成果が得られた。（１）「パーソン」の概念にかわって、「ペルソナ」

の概念が生命倫理学において重要な役割を果たさなければならない。（２）「まるごと」の原理

によれば、脳死の身体は外部からの侵襲から保護されなければならないことになる。（３）我々

には将来世代を産出する義務はないかもしれない。（４）「ナラティヴな責任」の概念を生命倫

理学に導入すべきである。 
 
研究成果の概要（英文）： 
In this research the following results were obtained: 1) the idea of “persona” should 
play a more important role in bioethics instead of “person,” 2) the brain-dead body 
ought to be protected from an outside invasion in terms of the principle of wholeness, 
3) we might not have the responsibility to produce future generations, and 4) the 
concept of “narrative responsibility” should be introduced to bioethics. 
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１．研究開始当初の背景 
 

１９８０年代に米国で形成されその後日
本にも輸入された生命倫理学においては、
「関係性」と「欲望」という視点からの研究
の蓄積が希薄であった。よって、その２点か
ら生命倫理のテーマへと肉薄することが日
本の生命倫理学に課せられた使命であると
いう問題意識から出発した。 
 とくに日本の脳死臓器移植問題の議論に

おいては、「関係性」と「欲望」についての
地道な議論の蓄積が見られたため、それらを
手がかりとしながら新たな研究を推し進め
る可能性があると考えた。 
 その研究を進めることによって、日本から
の新しい生命倫理学の知見を国際的土俵に
上げていくことが期待されると予想された。 
 
２．研究の目的 
 



 日本において蓄積されてきた「関係論的脳
死論」の文献をていねいに読み解き、それを
海外の文献と比較研究することを通して、脳
死と関係性をめぐる新たな概念と視座を得
ることを目指した。またその過程において、
フェミニスト生命倫理学においてなされて
きた関係性の議論と突き合わせて、どのよう
な相違があるかを確かめる。と同時に、英語
圏で注目を集めているナラティヴ生命倫理
学との比較研究を行なうことによって、「関
係性」の生命倫理学に新たな光を当てる。 
 これらの作業を行なうことで、生命倫理学
を「関係性」と「欲望」の観点から展開する
ための基礎的な枠組みのいくつかを提唱す
ることが大きな目的であった。 
 
３．研究の方法 
 
 研究は文献学的手法を用いつつ、国内各地
で研究会や検討会を開催してこの領域の新
知見を広く収集吟味し、また研究で得られた
知見を国際的な学会や研究集会で発表し、国
際的なディスカッションに貢献していくと
いうやり方を取ることにした。 
 文献としては脳死臓器移植をめぐる日本
語で書かれた文献に加えて、英語圏で書かれ
た文献をも広く収集し、またフェミニスト生
命倫理学とナラティヴ生命倫理学について
の新着文献なども広く収集した。 
 研究の発表と交流のために、国内学会では
応用哲学会などに参加し、国際学会では
International Conference on Applied 
Ethics やドイツ日本学会などに参加するこ
とを予定した。また現代生命哲学研究所にて
定期的に開催される研究会にて最新情報の
収集と議論を重ねることとした。 
 
４．研究成果 
 
 研究成果は、当初予想したものの枠を超え
て拡がり、最終的におおよそ以下の４つの帰
結を生み出した。 
 
（１）ペルソナ概念の提唱 
 
 英語圏の生命倫理学においては「パーソン
論」という議論が一定の影響力をもっている
が、それに対する対抗理論が不在であった。
パーソン論とは自己意識と理性を持った存
在者のみが本源的な生存権を有していると
する理論であり、ヨーロッパの理性主義の哲
学の帰結とも言える考え方である。生命倫理
学においてはピーター・シンガーらが強力な
推進者である。 
 このパーソン論には、「他我問題」を回避
している点、パーソン論者ですら首尾一貫し
たパーソン論を実際に採用するのは難しい

という点に致命的な難点があることを指摘
した。 
 パーソンにかえて、私は「ペルソナ」の概
念を提唱した。ペルソナとは、脳死臓器移植
問題における関係性の分析から導出された
概念であり、他人の身体のうえにあらわれた
ところの、言語を用いない対話をすることの
できる何ものかのことを指す。この概念の導
入によって、脳死の家族を目の前にしたとき
に一般人が感じることのある「生きている」
というリアリティを説明できるようになる。
また他人のペルソナに対応する私のペルソ
ナというものが想定可能になり、他我問題に
新たな光を当てることができるようになる。
この論点は論文②において詳述した。 
 
（２）まるごと論の提唱 
 
 本研究を遂行中に、日本の臓器移植法が改
正されるという出来事が生じた。私は臓器移
植法改正について慎重派の論陣を張ってき
たが、その言論を参議院厚生労働委員会にお
いて参考人として発言する機会を持った。こ
れまでの本研究をまとめる形で集中的に思
索を行ない、「まるごと」論という考え方を
その委員会で提唱した。その後、それを理論
的に構築することができた。 
 「まるごと」論とは、人間にはまるごと生
まれてまるごと死んでいく自然の権利があ
るという主張である。このときの「まるごと」
とは外部の人間の欲望にもとづいた侵襲を
受けることがない、という意味である。人間
は生まれたときからこの自然権を有してい
るのであり、本人が自分の意志によってそれ
を捨て去る表明をしないかぎり、この権利は
奪われることがない。 
 この理論を用いることによって、本人の事
前の意思表示のない臓器摘出が禁じられる
べきであることを論理的に言うことができ
るようになった。またこれは先に述べたパー
ソン論に対するオルタナティブ理論として
も機能することがわかった。 
 また「まるごと」論を自然権の議論として
読むとき、ヨーロッパ近代啓蒙主義の時代に
提唱された自然権の議論とクロスすること
がわかった。人間に付与された天賦の権利に、
この「まるごと」の権利を追加するという主
張になるのであり、これは今後の社会哲学に
刺激を与えることのできる考えではないか
と思われる。この論点は論文③において詳述
した。 
 
（３）将来世代を産出する義務 
 
 フェミニズム生命倫理の検討を行なった
が、そのときに環境倫理における将来世代に
対する責任・義務の議論との接点がクローズ



アップされた。フェミニズムは「産む産まな
いは女性が決める」と主張したが、これは「将
来世代に対する責任」を説く環境倫理学と整
合しない考え方であるように思われた。 
 ハンス・ヨーナスは、将来世代に対する責
任を議論したときに、我々には将来世代を産
出する義務があるという帰結を想定してい
たと考えられることが明らかになった。しか
しながらその論点を厳密に考えるならば、
我々には社会を崩壊させない程度の将来世
代を産出する義務はあるが、将来世代を産出
し続ける義務はないという結論に至るはず
であることを指摘した。 
 この論点は論文⑦において詳述した。本論
文刊行後に、まったく同じ議論をベタナーが
２００６年に公刊していたことを知り、その
議論との突き合わせの作業が今後の課題と
して残されることとなった。 
 
（４）ナラティヴな責任 
 
 脳死臓器移植における家族のリアリティ
を研究していくことによって、家族が脳死者
に対してどのような思いを抱くのかを詳細
に分析することができた。それを通じて、善
悪や正義の次元とは異なった、「ナラティヴ」
な次元における責任の感覚というものを家
族が抱くことがある、という仮説を提唱した。 
 人間は物語を紡ぎながら生きる存在であ
るが、脳死によって関係性の途絶が起きた場
合、脳死の人を見守る家族は、その途絶した
関係性をナラティヴの次元において心臓死
後に完結させようと試みることがある。その
場合、彼らはナラティヴな責任というものに
よって動かされているとみなすことができ
る。 
 この考察によって、脳死臓器移植の現場で
起きている倫理問題以外の位相を析出する
ことができた。これは他の場面にも適用でき
る概念装置である可能性がある。この論点は
論文①において詳述された。 
 
 ＊ 
 
 以上のように、「関係性」と「欲望」とい
う視点から生命倫理学に新たな光を当てる
研究を遂行することができたと考えている。
オリジナルな概念を提唱することができた
が、それによってさらに研究領野が拡大した。
研究の途中から、「生命の哲学」という視座
の必要性を痛感するようになった。これにつ
いては、論文②、④で詳述した。 
 またこの問題意識を実行に移すために、本
務校に現代生命哲学研究所を設立し、国内、
国外におけるこのジャンルの研究を推進す
ることとした。現在、研究者の交流を行なっ
ているところである。 

 研究成果については国内学会、国際学会で
何度か発表を行ない、また国際誌にも論文を
刊行し、世界の生命倫理学の議論に貢献する
ことができた。 
 反省点を言えば、生命倫理学における「欲
望」の研究が思い通りに進まなかった恨みが
ある。論文⑥、⑧において欲望の問題を扱っ
たが、それぞれ環境倫理、ジェンダー論の枠
組みでの議論を出ることができなかったの
で、広く生命倫理一般の議論へと展開するこ
とが今後強く望まれる。 
 以上をもって、当初の研究計画で意図され
ていたことはおおむね達成できたと自己評
価している。 
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